
友部公民館 学習アドバイザー 仙波先生
勉強方法の紹介ということで、私が中・高校生だった頃の話を

したいと思います。当時私は特に塾へも通っておらず、市販の参
考書を買ったこともありませんでした。それでは、どのように学
習していたかというと、「学校で配付されたワークを完ペキにす
ること」でした。
①１回目は、ワークに直接書かず、まずノートに行います。
②1回目に間違えたところは、教科書や解説を見ながら、なぜ
その答えになるのかを自分なりにノートにまとめます。

③２回目は、間違えたところだけをもう一度ノートに解くよう
にします。

④３回目は、テスト前に行い、ワークにすべてを書き込み、理
解できているかを確認します。

学校で配られるワークは、学校の先生方がみなさんのために厳
選してくださったものです。ぜひ、有効に活用していきましょ
う。

笠間公民館 英語講師 柏先生
私の一番の学習方法は、英語を「マネをすること」です。いわゆる「も

のまね」になります。英語学習の TVやラジオ番組はもちろん、TV のコ
マーシャル、アニメや映画のセリフでも OK です。何度も繰り返すのが
良いので、番組の最初と最後に言う同じあいさつはおすすめです。
私は音楽や外国映画も好きなので、発音がきれいな音楽を聴いて、ま

ねして歌い、映画のセリフの気になる場面は何度も聞き返して、まねし
ています。まねするのは、 “Thank you.” や 驚いて言う“What⁉“だけ
でも、もちろんOKです。
つまりは、「声を出して何度も言う」ということです。そうしているう

ちに、その語や言葉が自分の言葉になってくるでしょう。音読や暗唱も
声を出す学習の 1つです。わたしが、中学生の時に暗唱しなさいと出さ
れた課題の物語は、今でもすらすら出てきます。
何か好きなもの(本、歌、TV 番組など)を見つけて、まねして言いまし

ょう！

算数問題動画をみんなで楽しく解きました。

令和３年３月 13 日発行

裏面に続く

開校式と同様に、閉校式も新型ウイルス感染症予防対
策として、教科ごとに分けて行います。下校時間は、通
常どおりになりますので、よろしくお願いします。
閉校式では、受講生のがんばりをたたえ、修了証を一

人ずつに授与します。皆勤賞ですが、現在 17名の受講
生が１回も休まず、寺子屋で学習しています。

英語の日程
英語授業 ９：00 ～
お礼の手紙 ９：25 ～
（英語講師へ）
閉校式 ９：35 ～
解散 ９：50 ～

算数・国語の日程
算数授業 10：00 ～
国語授業 10：50 ～
お礼の手紙 11：35 ～
（学習アドバイザーへ）
閉校式 11：45 ～
解散 12：10 ～

ズイク数算
問１
マッチ棒を一本動か
して正しい式にしな
いさい。

問２
18＝１になるよう

に線を１本引いてく
ださい。
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算数クイズ 答え問１ ９－４＝５ 問２ 18 の中央に線を引き、10 にしてください。

テーマ「最近の印象深いできごと」

【お問い合わせ先】
前日まで 笠間市教育委員会教育部生涯学習課（担当）三澤・仲田

TEL ０２９６－７７－１１０１
当日 時習館：笠間公民館 TEL ０２９６－７２－２１００

脩徳館：友部公民館 TEL ０２９６－７７－７５３３
愛宕館：岩間公民館 TEL ０２９９－４５－２０８０ 仙波先生 作

新しい楽しみ
赤津 千尋さん

今年は、新型コロナウイルス感染拡大が影響で休校になりました。楽し
みだった宿泊学習は、6年生に延期になりました。
休校中に、新型コロナウイルス感染症予防には、ビタミン Dが必要だと

テレビで聞きました。ビタミン Dは、日光にふくまれています。さっそ
く、お母さんと散歩をしに行きました。太陽は、金色に輝いていて、ポカ
ポカしていました。
学校の前を通ると、桜が満開で、桜の花びらが落ちてきました。私は、

その光景を見て感動しました。コロナがあっても、桜は、毎年咲くこと
に。私は、元気が出てきました。日常は変わっても、変わらないことがあ
ることに。
私は、外の景色が好きになりました。この楽しみがあるならば、宿泊学

習の楽しみは 6年生にとっておこうと思いました。

団結力をみせたリレー大会
成田 理沙さん

７月ごろリレー大会を行いました。5年生が、6年生のためにみんなで
考えて計画してくれました。リレー大会では、私のクラスが優勝しまし
た。みんなうれしくて泣きました。そして、団結賞の賞状とトロフィーを
もらいました。私は、代表で感想を言いました。言っているときも泣きそ
うになりましたが、がんばってこらえました。みんなの友情や絆、団結力
を感じることができたからです。
この大変な時期にわたしたちのために考えてくれた 5年生やクラスのリ

ーダーの人たち、うまく走るコツを教えてくれた友達がいてくれて、本当
によかったです。

小学校で残された最後の言葉
菊池 莉功さん

今からおよそ 1年前、中国で発見された新型コロナウイルスが日本をおそい、緊急事態宣
言により学校のほとんどが休校になりました。
そのころ、ぼくたち 5年生は、6年生の卒業に向けて準備していましたが、すべて水の泡

になってしまいました。
6年生と最後の別れの時に見たのは、しずくのような「なみだ」をたくさん流す 6年生の

姿でした。その後、家で叫んだのは…、「コロナの馬鹿野郎！！」というその言葉しかでませ
んでした。でも、別れの時に 6年生の担任の先生が言ったことは、
「みんなだれも悔しい。みんなコロナが消えてほしい。そんなこと、誰もが思っていること
だ」と普段泣くことのない先生が声をあげて泣いていました。
そして、6年生が「宍戸小をたのんだよ」という言葉を残し、中学校へ進学していきまし

た。
コロナは続いているままで 6年生になりましたが、最後悲しい別れをした去年の 6年生が

残していった言葉は、永遠に忘れないような一言でした。


